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制振工学研究会のための新しい文献分類コードの提案
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概要:文献調査分科会では，制振材料に関する文献を独自の分類コードに基づ

いて分類してきたが，研究分野の変化に伴い分類が偏ったり，分類困難な場合が

あり，より適切なキーワード表の検討が求められている.今回は，そのー案を示

し，会員からの多くの意見を伺うことを目的とする.また，文献入力書式を示し，

文献情報の提供の協力をお願いする.
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1.はじめに

制振工学研究会の文献調査分科会では，研

究会に関連した文献について調査，情報収集

を行い文献情報速報Jと「文献情報Jを

会員へ情報提供してきた.また， Damping 

1986，1989， 1991， 1993の要約集をまとめ，

表 1に示す研究会独自のキーワードと分類コ

ード表により，文献を分類してきた.しかし，

コードが対応できない場合もあり，より適切

なキーワード表の検討が求められている.そ

こで，キーワード表のー案を示し，会員から

の多くの意見を伺うことを目的とする.

また，会員からの文献情報を共有できるシ

ステムを構築するため，文献入力の書式を提

案し，それに基づいた文献情報の提供もお願
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いする.

2.従来のキーワードとコード表

従来のキーワードとコード表は，表 1に示

すように A 材料 B 製造・加工 c
計測・評価， D 解析・適用 E 応用分野

の大分類と，その下のいくつかの小分類項目

から成る.

データベースなどの検索においては，文献

のタイトル・概要中の用語もキーワードとし

て検索することができる.また，文献には既

にキーワードが掲載されている場合が多いの

で，それらをそのまま利用することができる.

そのため，この表 1の分類は，調査・収集し

た文献を分類する場合は，それらの文献の本
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